
警告�

取り付け・アース接続には、ハ
ンドル・ブレーキ・タンクなど
のボルトやナットを使わないで
ください。制動不能・火災の原
因になります。

車体に穴を開ける場合には、パ
イプ・タンク・電気配線などを
傷つけないでください。事故・
火災の原因になります。

助手席エアバッグの近くに製品
を取り付けないでください。エ
アバッグの動作を妨げ、事故・
ケガの原因になります。

音や画面が出ない、異物が入っ
た、煙が出る、変な臭いがした
ときには、ただちに使用を中止
して、お買い上げ店に相談して
ください。事故・火災・感電の
原因になります。

運転中は操作をしたり、画面を
見たりしないでください。事
故・ケガの原因になります。操
作や画面を見る場合には、安全
な場所に停車してください。

コード類は運転操作の妨げとな
らないように束ねてください。
ハンドル・変速レバー・ブレー
キペダルなどに巻き付くと、事
故・故障の原因になります。
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CONTROL FOR PXA-H701
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●ご使用の前に、この説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。お読みになった後も、説
明書を手元に置いてご使用ください。説明書の指示を守らなかったことによる不具合に対して、当
社は責任を負いかねます。

●この説明書は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を
未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっていま
す。
内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能
性が想定される内容を示しています。

分解・改造をしないでくださ
い。事故・火災・感電の原因に
なります。

ネジなどの小物類は、幼児の手
の届かないところに保管してく
ださい。飲み込んだ場合には、
ただちに医師と相談してくださ
い。

DC12Vマイナスアース車以外
に接続しないでください。事
故・火災の原因になります。

配線作業の前にはバッテリーの
マイナス端子からアース線を外
して、配線作業をしてください。
感電・ケガの原因になります。

コードの被覆を切って、他の機
器の電源を取らないでくださ
い。火災・感電の原因になりま
す。

前方の視界を妨げる場所、ハン
ドル・変速レバーなど運転操作
を妨げる場所、同乗者に危険を
及ぼす場所には、取り付けない
でください。事故・ケガの原因
になります。

禁 止

強 制

禁 止

強 制

禁 止

禁 止

禁 止

禁 止

禁 止

注意�この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う危険が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

説明書に従って、正しく接続し
てください。火災・事故の原因
になります。

コードをシートレールにはさん
だり、突起部に当てたりしない
でください。断線やショートに
より、感電・火災の原因になり
ます。

付属部品を指定通りに使い、
しっかりと取り付けてくださ
い。事故・故障の原因になりま
す。

水のかかるところ、湿気やホコ
リの多いところには取り付けな
いでください。火災・故障の原
因になります。

取り付け・配線には、専門技術
と経験が必要です。お買い上げ
店に依頼してください。

車外の音が聞こえる音量でお使
いください。事故・故障の原因
になります。

車以外には使わないでくださ
い。感電・ケガの原因になりま
す。

禁 止

禁 止

禁 止

禁 止

取り扱い上のご注意
本機の近くでは携帯電話や無線機を使わない
雑音や誤動作の原因になる場合があります。電話や無線機は、本機から離れてご使用に
なることをお勧めします。
また、リモコンスターターも誤動作の原因になる場合があります。

無理な力を加えない
製品は、精密な部品を用いて精密に組み立てられています。初期の性能を維持するため
にやさしく丁寧な取り扱いをお願いいたします。

本機は国内で使う
本機は国内でのみお使いいただけます。外国ではお使いになれません。

お手入れは乾いた布を使う
お手入れは乾いた布か堅く絞った布で拭いてください。ベンジンやシンナーなどの化学薬
品は絶対に使わないでください。

極端な温度では使わない
車内の温度が極端に高い（炎天下駐車）ときや低い（厳冬期駐車）ときは、常温になっ
てからお使いください。

保証書について
●この製品には保証書が添付されています。お買上げの際、お受け取りください。
●必ず「販売店印・お買い上げ日」が記入されていることをご確認ください。
●保証書は再発行できませんので、大切に保管してください。

アフターサービスについて
●調子が悪いとき
まず、この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。
●それでも調子が悪いとき
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。お買い上げ店、または下記の
「お問い合わせ窓口」にあるお近くの修理ご相談窓口に、修理を依頼してください。
●保証期間中の修理
保証書の記載内容に基づいて修理いたします。詳しくは、保証書をご覧ください。
●保証期間経過後の修理
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料で修理させていただきます。
●補修用性能部品
製造打切り後、最低6年間保有しています。
●アフターサービスについての詳細、その他ご不明な点はお買い上げ店、または下記の
「お問い合わせ窓口」にお問い合わせください。

保証について

03-5496-8231
011-621-4485
022-239-5331
024-925-3811
017-762-3061
027-361-5813
0263-48-4772
028-610-8890
025-257-8680
03-5666-5226

045-541-7261

045-541-7261
048-664-7701
052-779-5655
054-283-0171
076-240-8111
06-6386-4136

086-243-8257
082-846-1175
087-869-3086
092-452-8870
095-727-1581
099-218-8321
096-213-7118
075-351-6406
0794-54-6123
088-884-6800
098-866-1916

〒141-0031 東京都品川区西五反田1丁目1番8号
〒064-0821 北海道札幌市中央区北1条西22丁目2番1号　上野ビル
〒983-0043 宮城県仙台市宮城野区萩野町3丁目9番5号
〒963-8051 福島県郡山市富久山町八山田字土布池11番5号
〒030-0111 青森県青森市大字荒川字柴田191-2 旭日ビル202
〒370-0073 群馬県高崎市緑町3丁目16番6
〒390-0852 長野県松本市島立830番地の11 深澤ビル102号
〒321-0942 栃木県宇都宮市峰2-28-12
〒950-0862 新潟県新潟市石山1丁目3-6 エクセレント石山
〒133-0061 東京都江戸川区篠崎町2-406-1

〒223-0057 神奈川県横浜市港北区新羽町1767番地　アルプス電気横浜事業所内5F

〒223-0057 神奈川県横浜市港北区新羽町1767番地　アルプス電気横浜事業所内5F
〒331-0852 埼玉県さいたま市桜木町３丁目179番
〒465-0021 愛知県名古屋市名東区猪子石3丁目108
〒422-8032 静岡県静岡市有東３丁目9番1号 2F
〒921-8066 石川県金沢市矢木３丁目72番1号
〒564-0041 大阪府吹田市泉町3-18-14

〒700-0975 岡山県岡山市今４丁目5番2号
〒731-0138 広島県広島市安佐南区祇園2丁目11番16号
〒761-8071 香川県高松市伏石町1473-11
〒816-0093 福岡県福岡市博多区那珂３-23-2 ヒロタビル7号
〒854-0074 長崎県諫早市山川町3の13
〒890-0005 鹿児島県鹿児島市下伊敷1-53-25-102
〒862-0929 熊本県熊本市西原2-32-29
〒600-8480 京都府京都市下京区五条通堀川東入小泉町113番地の1
〒675-0067 兵庫県加古川市加古川町河原133の1
〒780-8122 高知県高知市高須新町3丁目10番8号
〒900-0003 沖縄県那覇市安謝217番地３

北海道エリア 札幌オフィス
東北エリア 仙台オフィス

郡山オフィス
青森オフィス

関信越エリア 高崎オフィス
松本オフィス

宇都宮オフィス
新潟オフィス

東関東エリア 東関東オフィス

首都圏エリア 東京オフィス

神奈川オフィス
埼玉オフィス

中部圏エリア 中部オフィス
静岡オフィス
北陸オフィス

近畿圏エリア 大阪オフィス

中四国エリア 岡山オフィス
広島オフィス
高松オフィス

九州エリア 福岡オフィス
長崎オフィス

鹿児島オフィス
熊本オフィス

アルパイン京都販売（株）
アルパイン兵庫販売（株）
アルパイン高知販売（株）
（株）パルス

北海道全域
宮城県/山形県/秋田県/岩手県
福島県
青森県
群馬県
長野県/山梨県
栃木県
新潟県
千代田区/中央区/江東区/墨田区/台東区/荒川区/
文京区/江戸川区/足立区/千葉県/茨城県
東京都（千代田区/中央区/江東区/墨田区/台東
区/荒川区/文京区/江戸川区/足立区以外）
神奈川県
埼玉県
愛知県/三重県/岐阜県
静岡県
石川県/富山県/福井県
大阪府/奈良県/和歌山県

岡山県/島根県/鳥取県
広島県/山口県
徳島県/香川県/愛媛県
福岡県/大分県/佐賀県
長崎県
鹿児島県/宮崎県
熊本県
京都府/滋賀県
兵庫県
高知県
沖縄県

〒331-0812 埼玉県さいたま市北区宮原町1丁目664番地

管轄エリア問い合わせ窓口 電話番号 住 所

〒564-0041 大阪府吹田市泉町3丁目18番14号

北海道/青森県/岩手県/秋田県/山形県/宮城県/福島県/栃木県/茨城県/群馬県/
東京都/神奈川県/埼玉県/千葉県/新潟県/長野県/山梨県

アルパインカスタマーズ
サービス（株）

東日本営業所
048-664-9711

静岡県/愛知県/三重県/岐阜県/福井県/富山県/石川県/滋賀県/京都府/大阪府/
和歌山県/奈良県/兵庫県/岡山県/島根県/鳥取県/広島県/山口県/香川県/愛媛県/
徳島県/高知県/福岡県/佐賀県/大分県/熊本県/長崎県/鹿児島県/宮崎県/沖縄県

アルパインカスタマーズ
サービス（株）

西日本営業所

（般） （平成15年11月1日現在）

●製品に関するご相談／お問い合わせは、お買い上げ店または下記「製品ご相談窓口」をご利用ください。
●修理に関するお問い合わせは、下記「修理ご相談窓口」をご利用ください。
●ご相談窓口の名称・電話番号・所在地は、変更になる場合があります。

インフォメーションセンター ・FAX：03-3494-1767 Phone：03-3779-0711
・電話受付時間　土日祝日、弊社休業日を除く9:30～17:30
・電話は混雑が予想されます。FAXかハガキをおすすめします。

製品ご相談窓口

修理ご相談窓口

お問い合わせ窓口

06-6386-4130

営業所・販社名 電話番号 住 所 担当都道府県

コントロールユニットの操作について
コントロールユニットの操作については、PXA-H701側の取扱説明書をご覧ください。

車を平坦で安全な場所に停める。さらに、パーキングブレーキをかけ、イ
グニッションキーを抜く。

2. 準備

1

裏面の基本接続図を参照して接続する。

3. 接続する

1
操作

1. 正しい作業のコツ
1) ここからの説明は、専門技術と経験のある方を対象にしています。
2) 車のインパネなどの「取り付け取り外し情報」を販売店から入手してください。
3) 動作確認の際に本機の操作を行いますので、PXA-H701説明書の操作説明部も必ず
お読みください。

4) PXA-H701側の説明書も合わせてご覧ください。
5) コンピューターが装着されている車は、バッテリーのマイナス端子を外すとメモリー
が消えてしまうことがあります。

6) 一部の車種（外国車など）では、バッテリーのマイナス端子を外すと、電装系に不具
合が生じる場合があります。詳しくは、ディーラーへお問い合わせください。

7) 接続の際は、本説明書を確認しながら、注意して行ってください。
8) 接続しないコードは、コードの端にビニールテープを巻いてください。
9) 取り付け場所について
車のシフト操作に支障がないことを確認のうえ、取り付け場所を設定してください。

10)不明な点はお買い上げ店／インフォメーションセンターにお問い合わせください。

取り付けと接続

2 付属部品を確認し、工具／取り付け情報をそろえる。

ディスプレイ接続コード
（6m）

マイク（5.5m） コントロールユニット取り付
け用マジックテープ

ナベネジ（M3×5）

×2

サラネジ（M5×8）

×4

フラッシュマウント

取り付け用部品ナベタッピングネジ
（M2.6×8）

×2

×4 1式

3 バッテリーのマイナス端子を外す。

2 正しく接続されているか確認する。

3

イグニッションキーをONにしてヘッドユニット側の電源を入れ、音が正
しく出ているかなどを確認する。
固定する前に動作確認しておけば安心です。正しい動作をしない場合は、もう一度
接続を確認してください。

4

バッテリーマイナス端子を接続する。

5 ヘッドユニット側の電源を切る。

6 イグニッションキーを抜いて、バッテリーマイナス端子を外す。

＜マジックテープで取り付ける＞

2

1 灰皿、小物入れなどを外し、パネル（インパネ）を外す。

車から取り付けブラケットごとカーオーディオを外す。

3

フェースプレートを外す。4

カーオーディオに付いているケーブルを外し、ブラケットからオーディオ
を外す。（ブラケットは、手順8.で利用します）

コントロールユニットは、平らな表面であればどこでも、マジックテープを用い
て取り付けることができます。コントロールユニットの操作がしやすい手近な場
所を選んでください。

4. 取り付ける

助手席エアバッグの近くにコントロールユニットを取り付けない。警告�

コントロールユニット

マジックテープ

ダッシュボード

＜その他の取り付け＞

フェースプレート

Memo ●貼り付けたあと、24時間は湿気や力を加えないでください。

®



マイナスドライバーなどを使って、ロックピンを外し、インナーケースを
取り出す。5

インナーケース

ロックピン

サイドブラケットを取り外す。6
サイドブラケット

サイドブラケット

付属のネジでコントロールユニットを取り付ける。7

スペーサー、ブラケットを取り付けたコントロールユニットに、車両から
外した取り付けブラケットをしっかり取り付ける。8

「ブラケットと一体になったコントロールユニット」を車両にしっかり取
り付ける。9

インパネを取り付ける。10

スペーサー
ブラケット

ナベネジ
（M3×5）
（2本）

コントロールユニット

T N
N TN

T

取り付け用ネジ穴

Ｎ穴→ニッサン車専用
Ｔ穴→トヨタ・ミツビシ車専用

ナベネジ
（M3×5）
（2本）

フェースプレート

インナーケース

ブラケット

ダッシュボード

スペーサー

コントロールユニット

＜外国車、マツダ車、一部のスズキ車に取り付ける場合＞

●インナーケースで取り付ける

2

1 左記の「その他の取り付け」手順5.のあとに付属のネジでコントロールユ
ニットを取り付ける。

取り外したインナーケースをダッシュボードに取り付けてさらにコント
ロールユニット部も取り付ける。

・インナーケースは、インナーケースのツメ部を曲げて固定する。

＜フラッシュマウントで取り付ける場合＞

1 ダッシュボードなどに約178（幅）×50（高さ）mmの穴を開ける。

車体に穴を開ける場合には、パイプ・タンク・電気配線などを傷つけない
でください。事故・火災の原因になります。警告�

2 左記の「その他の取り付け」手順6.のあとにブラケットからスペーサーを
取り外す。

スペーサー ブラケット

3 付属のネジでコントロールユニットにスペーサーを取り付ける。

4 付属のネジでコントロールユニット部にフラッシュマウントを取り付け
て、さらにダッシュボードなどに取り付ける。

スペーサー

ナベネジ
（M3×5）
（2本）

コントロールユニット

ナベタッピングネジ
（M2.6×8）
（4本）

フラッシュマウント

フェースプレート

2

1 コード類を固定する。

シートレールなどの可動部に挟み込んだり、突起部に当たったりして、
コードを傷めないように注意して固定する。

バッテリーマイナス端子を接続する。

3

ホーン（クラクション）、ストップランプなどの車両電装品が正しく動作
することを確認する。4

イグニッションキーをONにして、PXA-H701側の説明書を参考に本機
の動作が正しいことを確認する。

5. 確認する

Memo
●車両雑音から守るために
・アースコードを車体の金属部分に確実につなぐ。
・本機や本機からのコードを車両配線から離す。
・バッテリー電源コードとPINコードは離す。
・ノイズサプレッサーを使う場合は、できるだけ本機から離す。

ディスプレイ�

PXA-H701

ディスプレイ接続コード�

(L)

(R)

FRONT 1
(FULL RANGE

/TWEETER)

FRONT 2 REAR SUBWOOFER

CONTROL UNIT

MIC
CHG

DIGITAL 2
CD/DVD H.U.

DIGITAL 1
DVD

DIGITAL 3

GUIDEINPUTOUTPUT

CENTER

SELECTABLE
SUBWOOFER

(L) (R) Ai–NET IN
ANALOG 2ANALOG 1

CHANGER IN
ANALOG 3

POWER SUPPLY

本機の電源が入っている状態では、ディスプレイ接続コードの抜き差しは行わないで
ください。注意�

基本接続図

規格
外形寸法：
コントロールユニット ……………170（幅）×46（高さ）×24（奥行）mm
重量：
コントロールユニット ……………159g

イルミネーションカラー：ブルー

● 製品の規格および外観は、改良のため予告なく変更する場合があります。
● 本説明書のイラストは、印刷条件により、印象が異なる場合があります。
● 本書の一部または全部を無断で転載しないでください。
● PXA-H701側の取扱説明書も合わせてご覧ください。

ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。
DOLBY、ドルビー、PRO LOGIC及びダブルD記号はドルビーラボラトリーズの商標です。
非公開機密著作物。著作権1992-1997年ドルビーラボラトリーズ。不許複製。
“DTS”および“DTS Digital Surround”はDigital Theater Systems, Inc.の登録商
標です。

お問い合わせはインフォメーションセンターへ
● 〒141-8501 東京都品川区西五反田1丁目1番8号
● FAX : 03-3494-1767 Phone : 03-3779-0711
● 電話受付時間　土日祝日、弊社休業日を除く 9:30～17:30
● 電話は混雑が予想されます。FAXかハガキをおすすめします。
● アルパインホームページ：http://www.alpine.co.jp
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